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イネ耕植物の雄接の構造について

キク科及びイネ科植物の雄核は細長い核として知ら
れている (Golinski，1893; MerreJl， 1900; Gerassi-
mova，19出〉が、分裂後、総核がどのようにして長く
なるか、その過程や、のびた核の構造の艶制について
は未だ知られていないのでカモジグずなどイネ科植物
の捻核の形式過程について研究した。
議に終始街聴切な御指導を賜った島支教母に謹んで
深厚の誠意を表する。また貴重な文献の借覧に御骨折
願った広江講師にもこの機会に御礼申し上げる。
材耕と方支表
材殺として主にカモジグナの花粉と、これと比較す
るためにコムギ及びエシパクの花務の生材料と周定し
たものが用いられた。生材料も固定材撃事も 1つの読の
花粉をスライドグラス上に押し出し、態酸カーミシ
で箇定染色したが、後処現としてカパグラスをかけた
まま加黙して花粉中の殿粉を溶解し観察しやすくし
た。固定材料は 1つの花穂のすべての菜義深夜し、カ

米最
Jレノア液で 10分間固定し、 100ガアルコールを適して
(10分間〉後、 7 0 %アルコーノレに移して保存した。
観察結巣
カモジグサの受粉寸前の花粉の中
には 1栄養核と 2雄核があるが、と
の栄養核は瀦酸カーミシでうすく染
まり、ぼんやりと拡がって見え〈第
15図c)、雄核は生殖核が花粉の中で
更に 2分したもので細長く〈長さ
20μ-50μ、巾2μ-5μ〉、酷酸カーミ
シで栄養核よりはるかに濃く染色さ
れる( 第8図~ 第14図〕。
第 1図~ 第3 図は分裂末期の種々
の段稽を示すものである。第4 、5
図に示された雄伎は少し細長くなっ
たものであるが、クロモネマの配置
は第3 図に示した末期の終りのもの
と変りなく、末期の染色体の配置そ
のままのもののようである。第 4 図
では 2維核の長軸が八の字型が更に
開いてほとんど直線状に並んでい
る。とれ同調の核の相対する 1端
が動いてこのような位置をとったも
のか、または娘核が互にずれてほと
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んど 1列に並んだものかのどちらかであろうと考えら
れるが、鏡検操作の途中で、自然の位置が多少変動じ
たものかも知れない。第 5図では aは末期のままの総、
核であり、 b は末期のクロモネマ酉日置が少しずれたも
のである。
第 6 、7 図の捻核は細長〈のびたものである。核の
両端の形は異っているが、クロモネマの配置は分裂末
期のもののすこしずれたものであるととが示されてい
る。すなわちクロモネマは大体核の長軸に直角の方向
〈この並び方を以後“横並び" と呼ぶととにする。〉
をとっている。

受粉寸前の花粉中に見られる雄核は更に細長〈のび
たもの〈第8 図~ 第12図〉が多い。第8 図に示された
核は人工発芽させるために花粉を培地上にまき、約
250 C の恒温認中に 3時間保った後、磁駿カーミンで
固定染色して得たものである。とれでも朗らかにクロ
モネマは横並びである。大抵の雄核では多少とも末期
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のクロモネマ国震のままの横並びであることが認めら，1 細長い地核には大別してクロモネマの横並びの構造

配置が縦並び〈核の長車fhに平行に近い並び方のものを| 核がのびる時に末期の染色体西日置がそのまま核の長軸
いう〉γ ‘斜並びの部分が混在しているのが見られる iの方向にずれるものと末期で強く螺旋にまいていたク
〔第 8図b、第9図、第10図コ。しかし確かに分裂末期| ロモネマが基質の加水とともにほどけて核の長戦の方
のクロラホマ配置をそのまま保っているととを示す核 1 1台にのびて核が長〈なるものがあるためであろう O ー
がある〈第11図、‘第12図〕。第11図 a の核は櫛状で、' . 1 般にのびた細長い除後にはクロモーネ "i';a;;縦、積、斜と
芳湖の容子がそのまま残されているものである。第12 1 種々の方向に走っているのがみられるが、これは横並
図 a の示す核はかなり組長くのびたもので、栄境Eのタ| びと縦並びのクロモネマ配置の中間的な核であろう。
ロモネマ配置が明らかに認められる。捻核はこの状態| グロモネマがこのように種々の方向に走っているのは
で開花受粉されるのであるが、更に総長くのび〈約50 1 細長い核の中でのことである。もしクロモヰ、マが自由
j . t ) 縦並びの多少よじれたクロモネマが見られる核も| にのび沌るなら必ずしも雄核の形が長くなるとは限ら
ある' (第13図、第14図λ 特に長くなった雄核ではク| ないであろうから、丸い栄養核のようなものになって
ロモJネマが縦並びになる傾向が認められた。このよう| しまってもよいわけであろう。何故ほとんどすプミての
に縦並ぴのクロモネマはクロモネマ自身も螺旋がのび| 縫核が細長くのびるのであるかは現在のと! こ易不明ぜ
ているもののようである。スー 白 あって今後の研究に符たねばならない o 円いが
稀ではあるが 1花粉中の 2縫核の形が著しく呉って!
いる核〔第15図〕がみられた、叉全体に縮まっていて、 | ものや両棋で形のちがったものや色々なものが見らvれ
脱水状態にあるように恩われる核〔第16図のや、縮ん| る〔第14----17図〕。とれば雄核の伸長〔第 1 - 1 2図〉はー
だ部分とふ〈れた部分のある核〔第16図的も観察され| 定不変のものではなく宮、条件のちがいによって長く
たof fY4 二九九; . ' ' . ¥ げ 、 "  Iもなれば，(第13-15図的ぇ末期の形に近い形のままで
2 コムギ及びエンバクでもカモジグナと同様な雄核の| いるものもある〔第15図的、というととを示している
構造が観察された。第17図はコムギで見られた 1雄核| ようにh恩われる。篠原もムラサキツユクナの花粉発芽
を示したものであるが、 1端では臨み、他端ではのび| の際に培地の薦糖濃度の差で核の形が多少奥るのを観
てほどけたクロモネマが見られる。このような形のも I' 察しているから、あるいは水分関係によって核の形を
のはカモジグナでもエシ~ パクでも稀にみうけられた。 Ji考え得るのではないかということが暗示される。
これ芽呼 artefact，によって変形したものではなぷか I r，また核の形が正常でないもの〔第 6図、第16図、第
と考えられる。"1 ' : - . " ;匂 i b  ¢場 I  17図〕等は artefact ではないかと考えられるが、自

1 王 l
場 察 ... ....1i-: T 九 山ん い | 然の状態でこのようなものがないということが部祭さ
:  Goliiむ i (1回3) はライムギでまた Merrell (190の| れたわけではないので更にミクロートム切片によって
はジノレプィクムーで生殖核は花粉中で分裂しむ 2燐酸 | 確かめる必要がある。，3 S: .'，;京
とfEりす: 専の雄核は細長い形? 戸のであることを観察| 税 図 の 設、明羽，、てハ、Uφ:づル }
じてL町? る。しかし除核の構造についてはほとんど記述| 図 1ん16¥ カモジグナの雄核
し1いないι !ュヂ l図 1 - 3 花粉中の第2核分裂の末期の組側
;  Gerassimova (1933) は CrepisCapi11atisヂで底襲の; I図4 と; 伸びはl二めの地核、末期と同様なクロモネ

可i中へ̂ -つ7てから受精までの熔核の形及び構造の努化を 11ど ' " 7配置である。Jj ;  耐介 、 ¥  jV-"，t;'" I  W  I  1: 
研究しペいる。との雄核のE五重要にア¥ った初期のあのは| 図 6 と7

下京 i、
* 研究で観察された花粉中のものとよく似ていiるので I図 8 - 1 0 末期ど同じ“横並び" の多少伸びた雄核っ
盆，ずれ ' ' . . ' a - I 、、、 、 JIが . ? > ，J..，.かしi核の一部には" 縦並びーがまじる。l  T  j  hOrhogen巴ous" と述べでいるのである。しかし彼の: I図11と12 末期の; 核の形と構造を残す伸びた核

図ずれ! とj > し齢加のぷげlJ;，，?けられで、必ら I図1:3 伊上方では“横並び" 下方では“縦並び日
の構造が見、られる除後

図14 汰観察中最長の縦並びの雄該
図15 、 1花粉中の異った形と構造の 2雄核

註 ※花粉句第 2分裂末期のもゆら成熱過程の種々の段溜のものを必要としたので、知端部で開花
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温度を一定 (20つC) とするグラフの後部活動曲線が
1 下り始めているが、これは腹足の疲労のためではない
かと思うが、も少し続けてやって見る必要があろう。
(4) 参考文献
森主 - 1948 アコヤガイの日週期活動グイナス15

B 生物的要因 i  ( 1 - 1 4 )  
これらは筈敵と食性の問題が上げられよう。これら

の中で物理的要因のどとくに窓種の日週期を逆怒させ
るがごとき強力な影響を持つものはないようである。
害敵としては、ト九へピ. カエノレ、ヒトなどが考え
られる。また一方. 食性としての要因もあろうが. 資
事寺の持ち合せがない。
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森主 - 1949 ヲスカワマイマイの日週期活動グイ
ナス15 ( 5  - 8 )  

主 - 1949 動物の週湖沼動〈単行本〉森

(p.84から〉(p.47から〉
コウライシパ〈チョウセ Y Vメ、イト y メ〉 縮んだ核 (a) と縮んだ部分とふくれた部分

をもっ核 (b)
核の両端が異った形と構造のゴムギの雄核
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Z. tenuifoJia  Trinius Fig. 28 
筒旬して生ずる多年生草本。地下茎は径 1 m m、節
より 5 c m ばかりの地上茎を生じ、茎上小穏をつく、
穂長1 .5 c m。地上芝、基雪¥ l より奨菱重生ず。葉は針状、
長さ 1 0 - 2 5 m m、巾 1 m m、色帯顕箸なるも甚だしく
狭し。く葉身巾の半分〉。葉蒸なく、薬基部より有fμ軟
毛族出、歌毛発生部はかんざし状となる。葉身、小舌
ともに革質、小舌 O . l m m、微細。奨鞘は開き葉身と
共に緑辺細鋸歯を具う o くHab. 神戸市小野浜〉
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